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「糖鎖」はグルコースなどの単糖が10個程度繋がった
「鎖」のような分子。例えば皆さんがよく知っている
血液型も細胞（赤血球など）の表面にある糖鎖の形に
よって決まっています。

血液型
の糖鎖 A型O型 B型

人工糖鎖ポリマーを用いた植物抗原性糖鎖
によるTh2免疫抑制活性の解析

イチョウ種子から植物抗原
性糖鎖M3FXを多量精製し、
人工糖鎖ポリマーを合成！

花粉症や食物アレルギー薬の
開発につながるかも！？

植物抗原性糖鎖のコア構造で
ある M3FX は、スギ花粉症の
アレルギー疾患に関わるTh2
免疫応答を抑制することが明
らかになりました。

植物抗原性糖鎖の腸内細菌叢の増殖への影響も解
析中です！

糖鎖はタンパク質や脂質に結合し、生体内で機能しています。
当研究室では「タンパク質に結合した糖鎖」や、糖タンパク質から切り出された
「遊離糖鎖」の生理機能に焦点を当てて日々研究を行っています。

小胞体
新生糖タンパク質

正常○

異常×

フォールディング
タンパク質はその機能を発揮するために

正しい構造へと折りたたまれる必要があります。
しかし，間違った構造へ折りたたまれる
場合もあり，それを区別するために

糖鎖構造が利用されます。

細胞質で分解

ゴルジ体

脱グリコシル化酵素の発現を制御した植物体の構築
～遊離糖鎖の生理機能解析～

糖タンパク質から糖鎖を遊離する酵素
は２種類 (ENGase, PNGase) あります。
cPNGaseとENGaseは細胞質でフォール
ディングに失敗した糖タンパク質から
糖鎖を遊離する酵素で、aPNGaseは液
胞で老化・変性糖タンパク質から糖鎖
を遊離する酵素です。

植物レクチン(糖鎖と結合するタンパク質)の
糖鎖結合性および生理機能解析

海藻レクチンは, 虫歯予防剤としての応用利用が検討されています。

私たちは，遊離糖鎖が
タンパク質の立体構造
の組み立てを助けてい
ると予想しています。現在は、モデルタンパ
ク質としてアミロイドベータ（アルツハイ
マー病）、α-シヌクレイン（パーキンソン
病）を用いて、遊離糖鎖によるアミロイド凝
集体形成の阻害活性について解析しています。

遊離糖鎖によるシャペロン様活性解析

糖鎖の世界へ
ようこそ！

液胞や細胞外
空間へ分泌

プロセシング
糖を除去・付加する
ことによって様々な

構造の糖鎖を作ります。

植物の遊離糖鎖とは
脱グリコシル化酵素により生
成する。分化・生長中の植物
や熟成段階にある果実に豊富
に存在しており、オーキシン
などのホルモン様活性が推定
されている。


